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第Ⅰ章 調査概要                        

 

１－１．調査の目的 

この調査は、笠置町商工会が、令和４年度「小規模事業者支援法関連事業」において、地域内

の小規模事業者等、特に観光産業に携わる事業者が、個々の事業運営においての参考となるよう、

観光庁や京都府などが公表している情報をもとに調査・分析したものである。 

笠置町の事業者がこの調査の結果から読み取れる市場動向や市場ニーズ等を的確に捉え、「今後

の新商品開発」「新市場開拓」「販路開拓」などの積極的な経営課題解決への具体的なヒントを得

ることを狙いとしている。 

 

 

１－２．調査方法 

①調査項目 

・日本の観光の動向（世界観光、外国人観光、日本人国内外観光） 

・京都府の観光入込客の動向 

・京都府内地域別及び笠置町の観光入込客の動向 

 

②調査資料 

・国土交通省観光庁「観光白書」 

・京都府商工労働観光部「京都府観光入込客動向調査報告書」 

・公益社団法人京都府観光連盟「令和３年度京都府観光客動向調査 調査結果」 

・一般社団法人観光笠置「キャンプ場利用客データ」 

 

 

１－３．笠置町の概要 

①立地 

京都府笠置町は、京都府の最南端の相楽郡東部に位置し、南

側は奈良市と接している。北から国見岳山系が、南からは笠置

山系が迫り、その間を東から西へ貫流する一級河川木津川沿い

に開けた地域である。森林面積が町面積の約８０％を占め、平

地は極めて少ない地域である。 

 

 

 

図表Ⅰ－１ 笠置町の地図 
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②交通 

ＪＲ関西本線を利用した場合、大阪から約１時間４０分、京都から約１時間３０分、奈良から

約３０分の距離にあり、都会からのアクセスは比較的良好と言える。 

また、半径１００ｋｍ内（自動車で２時間圏内のアクセス）に５つの政令指定都市（京都・大

阪・名古屋・神戸・堺）と３つの県庁所在地（滋賀県大津市・奈良県奈良市・和歌山県和歌山市）

を抱える全国でも特質すべき地域である。 

 

③人口 

笠置町における人口は、昭和２２年臨時国勢調査の人口３，４４４人がピークで、その後、年々

減少傾向を続け、平成２７年１２月の笠置町住民基本台帳では、１，４６８人であったものが、

２０２１年（令和３年）８月の住民基本台帳では、１，２１３人と減少が続き、西日本で１番、全

国の町の中でも２番目に少ない人口となっており、過疎地域の指定も受けている。 

また、高齢者の比率も平成２７年１２月には４５．３０％だったものが、２０２１年（令和３

年）８月には５２．６８％に上昇しており、高齢化が顕著に現れる地域となっている。 

 

④産業 

産業別の従業員数からは、第３次産業従事者が最も多く、次いで第２次産業、第１次産業とな

っている。産業は全体として経営規模が零細であり、後継者不足が全業種に共通している。これ

は、平地が少ないことから、基盤となる産業が育ちにくく、また新たな産業の誘致も容易ではな

いことからと言える。 

そのような中ではあるが、昭和７年には笠置山と山麓及び木津川景勝地１３１．１ｈａが国の

「史跡及び名勝地」として指定されるなど、古くから観光地として知られている。そうした史跡

等を活かし、交流人口の増加や商工業の振興、地域の賑わいを創出する動きが出ている。 

 
図表Ⅰ－２ 笠置町の小規模事業者の状況＜笠置町商工会調べ＞ 

 

⑤観光資源 

 笠置町の主な観光資源は、笠置町の西部に位置し、笠置町商店街から半径５００ｍ以内に集積

している。 

 主な観光施設としては、いこいの館、笠置キャンプ場、カヌー・ボルダリングフィールド、JＲ

笠置駅舎、元料理旅館笠置館、駅前商店街、笠置寺などがある。  
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第Ⅱ章 調査結果                        

２－１．訪日観光の動向 

（１）世界の観光動向 

①新型コロナウイルス感染症拡大前（２０１９年） 

ＵＮＷＴＯ（国連世界観光機関）によると、新型コロナウイルス感染症拡大前の２０１９年（令

和元年）の外国人旅行者受入数は、日本は３，１８８万人で世界１２位（アジアで３位）となっ

ていた。 

 

図表Ⅱ－１ 外国人旅行者受入数（２０１９ 年（令和元年）） 

＜資料：ＵＮＷＴＯ（国連世界観光機関）、各国政府観光局資料に基づき観光庁作成＞ 

 

②新型コロナウイルス感染症拡大後（２０２０年） 

ＵＮＷＴＯ（国連世界観光機関）によると、２０２０年（令和２年）の世界全体の国際観光客

数は、３億９４００万人（前年比７３．１％減）となった。２０１０年（平成２２年）以降、１０

年連続で増加していた国際観光客数は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のための渡航制限等

により、大きく減少した。 

 

図表Ⅱ－２ 国際観光客数の推移＜資料：日本政府観光局資料に基づき観光庁作成＞ 
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（２）訪日外国人旅行客の動向 

２０２０年（令和２年）１月以降、新型コロナウイルス感染者数の増加を受け、政府は水際対

策の強化、イベント中止等の要請を行ったのに加え、４月には緊急事態宣言を発出し、外出自粛

や休業要請等、感染拡大防止に向けた取組を進めた。 

観光については、水際対策の徹底に加え、移動の制限や旅行控えの動きが生じたことなどによ

り、需要が大幅に減少するなど、非常に厳しい状況が続いている。 

 

①訪日外国人旅行者数 

訪日外国人旅行者数は、２０１９年（令和元年）までは、ビザの戦略的緩和や訪日外国人旅行

者向け消費税免税制度の拡充といった改革を進めるとともに、航空・鉄道・港湾等の交通ネット

ワークの充実、多言語表記をはじめとする受入環境整備、魅力的なコンテンツの造成、日本政府

観光局等による対外プロモーション等により、７年連続で過去最高を更新していた。 

しかし、２０２０年（令和２年）は、新型コロナウイルス感染症の世界的な流行に伴い各国・

地域において水際対策等が強化された影響等により、２月以降大きく減少し、４１２万人（前年

比８７．１％減）となった。 

 

図表Ⅱ－３ 訪日外国人旅行者数の推移 

＜資料：日本政府観光局資料に基づき観光庁作成＞ 

 

②訪日外国人旅行者数（国・地域別） 

国・地域別にみると、アジアからの訪日外国人旅行者数が３３２万人となり、全体の８０．６％

を占めた。東アジアでは、中国が１０７万人と主要２２市場のうちで最も多く、台湾（６９万人）、

韓国（４９万人）と続き、全体の６３％を占めた。東南アジアは、ＡＳＥＡＮ（東南アジア諸国連

合）の主要６箇国（タイ、シンガポール、マレーシア、インドネシア、フィリピン、ベトナム）か

らの訪日外国人旅行者数が６９万人となった。 

北米からの訪日外国人旅行者数は２７万人となり、このうち米国は２２万人となった。 

欧州からの訪日外国人旅行者数は２４万人となり、このうち主要５箇国（英国、フランス、ド

イツ、イタリア、スペイン）では１５万人となった。オーストラリアからの訪日外国人旅行者数

は１４万人となった。 

その他の地域では、南米が１．８万人、アフリカが０．７万人であった。 
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図表Ⅱ－４ 訪日外国人旅行者の内訳（２０２０年（令和２年）） 

＜資料：日本政府観光局資料に基づき観光庁作成＞ 

 

③訪日外国人旅行者による消費額 

２０２０年（令和２年）における訪日外国人旅行者による日本国内における消費額は、試算に

よると、７，４４６億円（前年比８４．５％減）となった。 

 
図表Ⅱ－５ 訪日外国人旅行者による消費額の推移＜資料：観光庁｢訪日外国人消費動向調査｣＞ 

 

 

図表Ⅱ－６ 費目別にみる訪日外国人旅行消費額＜資料：観光庁｢訪日外国人消費動向調査｣＞  
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２－２．日本全体の観光の動向 

（１）日本人の海外旅行の動向 

①出国日本人数 

 ２０２０年（令和２年）の出国日本人数は、前年比８４．２％減の３１７．４万人と、過去最大

の下げ幅を記録した。 

 

図表Ⅱ－７ 出国日本人数の推移 

＜資料：日本政府観光局資料に基づき観光庁作成＞ 

 

②旅行収支、訪日外国人旅行者数と日本人出国者数 

旅行収支は２０１５年（平成２７年）に５３年ぶりに黒字に転化した後、２０１９年（令和元

年）は過去最大となる２兆７，０２３億円の黒字となったが、２０２０年（令和２年）の黒字幅

は５，６２１億円と、大幅に縮小した。 

 

図表Ⅱ－８ 旅行収支、訪日外国人旅行者数と日本人出国者数の推移 

＜資料：旅行収支は財務省「国際収支統計」、訪日外国人旅行者数は日本政府観光局「訪日外客

統計」、日本人出国者数は法務省「出入国管理統計」に基づき観光庁作成＞  
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（２）国内旅行の動向 

①日本人国内旅行（宿泊・日帰り）の状況 

２０２０年（令和２年）の日本人の国内宿泊旅行者数は延べ１億６，０７０万人（前年比４８．

４％減）、国内日帰り旅行者数は延べ１億３，２７１万人（前年比５１．８％減）と、宿泊旅行、

日帰り旅行ともに大きく減少した。 

 

図表Ⅱ－９ 日本人国内宿泊旅行延べ人数、国内日帰り旅行延べ人数の推移 

＜資料：観光庁「旅行・観光消費動向調査」＞ 

 

２０２０年（令和２年）の日本人１人当たりの国内宿泊旅行の回数は０．７回、日帰り旅行回

数は０．７回、１人当たり宿泊数は１．２泊と、前年を大きく下回った。 

 

図表Ⅱ－１０ 日本人１人当たりの宿泊旅行、日帰り旅行の回数及び宿泊数の推移 

＜資料：観光庁「旅行・観光消費動向調査」＞ 
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②日本国内における旅行消費額 

 ２０２０年（令和２年）の日本人及び訪日外国人旅行者による日本国内における旅行消費額は、

１１．０兆円（前年比６０．６％減）となった。 

日本人による旅行消費額は１０．３兆円（前年比５５．６％減）であり、このうち旅行の国内

旅行消費額は７．８兆円（前年比５４．７％減）、日帰り旅行の国内旅行消費額は２．２兆円（前

年比５３．９％減）となった。 

また、訪日外国人旅行者による旅行消費額は０．７兆円（前年比８５．４％減）であり、訪日外

国人旅行者による旅行消費額の割合は６．８％と、６年ぶりに１０％を下回った。 

 

 

図表Ⅱ－１１ 日本国内における旅行消費額 

＜資料：観光庁「旅行・観光消費動向調査」及び「訪日外国人消費動向調査」＞ 

 

③宿泊旅行の状況 

 日本国内のホテル・旅館等における延べ宿泊者数は、２０２０年（令和２年）は３億４８０万

人泊（前年比４８．９％減）であった。このうち、日本人延べ宿泊者数は２億８，６７７万人泊

（前年比４０．３％減）、外国人延べ宿泊者数は１，８０３万人泊（前年比８４．４％減）となっ

た。また、延べ宿泊者数全体に占める外国人の割合は５．９％であった。 

 

 

図表Ⅱ－１２ 日本人・外国人の延べ宿泊者数の推移 

＜資料：観光庁「宿泊旅行統計調査」＞ 

（単位：兆円） 



- 10 - 

 

２０２０年（令和２年）の客室稼働率は３４．６％となり、２０１０年（平成２２年）以降、最

低となった。また、客室稼働率は全国で落ち込んだ。 

 

図表Ⅱ－１３ 客室稼働率の推移 

＜資料：観光庁「宿泊旅行統計調査」＞ 

 

 宿泊施設タイプ別にみると、２０２０年（令和２年）の客室稼働率は、シティホテル、ビジネ

スホテルが相対的に高い水準となったものの、前年からの減少幅は旅館やリゾートホテルを上回

った。 

 

図表Ⅱ－１４ 宿泊施設タイプ別の客室稼働率の推移 

＜資料：観光庁「宿泊旅行統計調査」＞ 
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④地域における観光の状況 

２０２０年（令和２年）の日本人の国内旅行延べ旅行者数を地方ブロック別にみると、関東が

７，９０６万人（全体の２６．９％）、近畿が４，６７０万人（同１５．９％）、中部が３，８９４

万人（同１３．３％）となり、当該３地域で全国の延べ旅行者数の５６．１％を占めた 

 

新型コロナウイルス感染症の影響により宿泊者数が全体的に落ち込み、とりわけ外国人旅行者

が占める割合が大きい関西では、２０２０年（令和２年）の外国人延べ宿泊者数は前年比８６．

５％減と大きく減少に転じた。特に関西国際空港での出入国規制は、関西の外国人宿泊者数に多

大な影響を与える結果となった。 

Ｇｏ Ｔｏトラベル事業や地方公共団体が実施した需要喚起策により日本人延べ宿泊者数の減

少幅は抑えられたが、感染再拡大により需要喚起策が中止となった影響から、足元でも低調に推

移している。 

 

 

図表Ⅱ－１５ 地方ブロック別延べ旅行者数＜資料：観光庁「旅行・観光消費動向調査」＞ 

 

図表Ⅱ－１６ 地方ブロック別外国人延べ宿泊者の国籍・地域別構成比（２０２０年） 

＜資料：観光庁「宿泊旅行統計調査」＞ 
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２－３．京都観光の動向 

（１）京都府の観光入込客数及び観光消費額 

①京都府（京都市除く） 

２０２０年（令和２年）の京都府域（京都市を除く地域）における観光入込客数等について、

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、緊急事態宣言の発出や外出自粛の要請が行われ、多く

の観光施設で閉館、休業、入場制限等が行われたこと、花火大会や祭りなどのイベントが中止に

なったこと、外国人の入国制限等の措置がとられたことなどから、前年に比べ大幅に減少した。 

 

京都市を除く府域の観光入込客数は約１，６２６万人となり、２０１９年（令和元年）の入込

客数（約２，０７８万人）から前年比２１．８％減と大幅に減少している。また、京都市を除く府

域の観光消費額は約６０３億円となり、２０１９年（令和元年）の観光消費額（約９０９億円）

から前年比３３．６％減と大幅に減少している。 

 

②笠置町周辺 

笠置町の属するお茶の京都エリアについては、新型コロナウイルス感染症の影響による観光施

設の閉鎖、イベントの中止等が要因で、年間の観光入込客数は大きく減少した。一方、ハイキン

グコースやキャンプ施設、ゴルフ場など屋外利用の施設では、観光入込客数が増加した地点もあ

る。 

観光入込客数は２０１９年（令和元年）の約８０４万人から令和２年度の約６７５万人となり、

前年比１６．１％減となっている。また、観光消費額は２０１９年（令和元年）の約２２３億円

から令和２年度の約１６０億円となり、前年比１８．１％減となっている。 

 

 

 

【参考】 

＜竹の里・乙訓エリア＞ 向日市、長岡京市、大山崎町 

＜お茶の京都エリア＞ 宇治市、城陽市、久御山町、八幡市、京田辺市、井手町、宇治田原

町、木津川市、笠置町、和束町、精華町、南山城村 

＜森の京都エリア＞ 亀岡市、南丹市、京丹波町、綾部市、福知山市 

＜海の京都エリア＞ 綾部市、福知山市、舞鶴市、宮津市、与謝野町、伊根町、京丹後市 

※福知山市、綾部市は海の京都、森の京都の双方に参画しているため、各エリアの合計値と

「京都市以外合計」の数値は一致しない。 
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図表Ⅱ－１７ エリア別、観光入込客数及び観光消費額対前年比較（新基準） 

＜資料：京都府商工労働観光部「京都府域観光入込客等調査報告書」＞ 

 

 

図表Ⅱ－１８ エリア別、日帰・宿泊別観光入込客数及び観光消費額（２０２０年）（新基準） 

＜資料：京都府商工労働観光部「京都府域観光入込客等調査報告書」＞ 

※千円未満の端数を四捨五入しているため、数値が一致しない場合がある。 

 

 

図表Ⅱ－１９  観光入込客数、観光消費額及び外国人宿泊客数の年次推移（旧基準） 

＜資料：京都府商工労働観光部「京都府域観光入込客等調査報告書」＞ 
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（２）京都への観光入込客の実態 

①観光入込客プロフィール（性別・年代構成） 

２０２１年（令和３年）の全体では男性が５５．１％、女性が４３．０％で、前年と比べて男性

の構成が高くなっているが、秋季調査では女性の構成が４７．５％と高まっている。竹の里・乙

訓、京都市内は女性が男性を上回る構成となっているのに対し、他の３エリアは男性が６割、女

性が４割の構成となっている。 

年代構成は調査別で大きな差はみられず年代は分散しているが、いずれの調査においても５０

代の構成が２割強で最も多く、４０代と６０代が次いでいる。 

 

図表Ⅱ－２０ 京都への観光入込客プロフィール（性別・年代構成） 

＜資料：公益社団法人京都府観光連盟「令和３年度京都府観光客動向調査 調査結果」＞ 

 

②旅行内容（宿泊の有無／旅行目的） 

宿泊した人は２６．０％で、前年を大きく下回っているが、コロナ禍が落ち着いた秋季調査に

おいては３２．９％と令和２年と同レベルに回復している。 

旅行目的は８８．８％が「観光目的」である。 

 

図表Ⅱ－２１ 京都への旅行内容(宿泊の有無／旅行目的） 

＜資料：公益社団法人京都府観光連盟「令和３年度京都府観光客動向調査 調査結果」＞ 
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２－４．笠置町における観光の動向 

（１）観光入込客数及び観光消費額 

①観光入込客数及び観光消費額（概要） 

 笠置町における観光入込客数は、２０１９年（令和元年）の２０５，９６０人から２０２０年

（令和２年）の１５６，４６５人となり、前年比２４．０％減となっている。 

また、観光消費額は２０１９年（令和元年）の約６．５億円から２０２０年（令和２年）の約

５．４億円となり、前年比１６．３％減となっている。 

 

図表Ⅱ－２２ 令和２年観光入込客数及び観光消費額（旧基準） 

＜資料：京都府商工労働観光部「京都府域観光入込客等調査報告書」＞ 

 

 



- 16 - 

 

②観光入込客数（詳細） 

 ２０２０年（令和２年）の笠置町における観光入込客数を府内客と府外客に分けると、府内客

は３１，８３６人（構成比２０．３％）、府外客は１２４，６２９人（構成比７９．７％）となっ

ており、府外客の割合が大きい。また、前年（２０１９年（令和元年））比では、府内客は３６．

７％減、府外客は２０．１％減となっており、いずれも大きく落ち込んでいるが、府内客の方が

影響が大きくなっている。 

 

 日帰客と宿泊客に分けると、日帰客は１５５，２５６人（構成比９２．３％）、宿泊客は１，２

０９人（構成比７．７％）となっており、日帰客が極めて多い。また、前年（２０１９年（令和元

年））比ではと、日帰客は２３．５％減、宿泊客は６１．２％減となっており、いずれも大きく落

ち込んでいるが、宿泊客の方が影響が大きくなっている。なお、宿泊客のうち外国人については、

１０人となっており、前年（２０１９年（令和元年））比９７．３％減と極めて落ち込んでいる。 

 

（単位：人） 

 

図表Ⅱ－２３ 府内・府外別、日帰・宿泊別（外国人内訳入り）、宿泊施設別 

＜資料：京都府商工労働観光部「京都府域観光入込客等調査報告書」＞ 
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③観光消費額（詳細） 

 ２０２０年（令和２年）の笠置町における観光消費額は約５．４億円であるが、内訳をみると、

日帰が５．３億円（前年比１５．２％減）、宿泊が０．１億円（前年比４６．５％減）となってお

り、日帰が占める割合が極めて大きい。また、前年比では、宿泊の減少幅が非常に大きい。 

 

図表Ⅱ－２４ 観光消費額（市町村別、日帰・宿泊別） 

＜資料：京都府商工労働観光部「京都府域観光入込客等調査報告書」＞ 

【参考】 

 

図表Ⅱ－２５ 観光入込客数、観光消費額及び外国人宿泊客数の年次推移（旧基準） 

＜資料：京都府商工労働観光部「京都府域観光入込客等調査報告書」＞ 
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（２）笠置町への観光入込客の実態 

 以下は、笠置町の属するお茶の京都エリアにおける、観光入込客の実態である。 

 

①観光入込客プロフィール（性別・年代構成） 

全体では男性が５６．５％、女性が４０．７％で、前年と比べて男性の構成がやや高くなって

いる。 

年代構成は、３０～６０代までは２割前後、２０代と７０代以上が１割程度で分散している。 

 

図表Ⅱ－２６ お茶の京都エリアへの観光入込客プロフィール（性別・年代構成） 

＜資料：公益社団法人京都府観光連盟「令和３年度京都府観光客動向調査 調査結果」＞ 

 

②旅行内容（宿泊の有無／旅行目的） 

宿泊者の平均は２２．０％であり、前年の結果を若干下回っており、春季、夏季の宿泊率が１

割台と低い。 

また、旅行目的は８８．６％が「観光」となっており、秋季調査においては９５．５％と大半が

「観光」目的での来訪となっている。 

 

図表Ⅱ－２７ お茶の京都エリアへの旅行内容(宿泊の有無／旅行目的） 

＜資料：公益社団法人京都府観光連盟「令和３年度京都府観光客動向調査 調査結果」＞ 
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 旅行目的は、「京都府域観光入込客等調査報告書」でも調査されており、笠置町においては、ス

ポーツ・レクリエーションが９５．１％、文化・歴史が４．６％、買物が０．３％となっている。 

 
図表Ⅱ－２８ 観光入込客数（市町村別、目的別）※京都市除く 

＜資料：京都府商工労働観光部「京都府域観光入込客等調査報告書」＞ 

 

③旅行内容（旅行人数／同行者） 

 旅行者数は「２人」での来訪が４２．８％と最も多く、３人以上が３２．９％、１人が２３．

４％となっており、前年と比べ１人での来訪がやや増加している。 

同行者は「家族」が８１．４％で最も多く、「友人」が１６．０％となっており、それ以外での

来訪者は僅かである。冬季調査では大半が「家族」となっているが、春季、秋季調査では「友人」

が２割程度と比較的多く見られる。 

  

図表Ⅱ－２９ お茶の京都エリアへの旅行内容（旅行人数／同行者） 

＜資料：公益社団法人京都府観光連盟「令和３年度京都府観光客動向調査 調査結果」＞ 

（単位：人） 



- 20 - 

 

④旅行内容(利用交通機関／居住地から） 

居住地からの利用交通機関は「自家用車」が６９．６％で中心となっており、前年と大きな傾

向の差は見られない。その他では「バイク・自転車・徒歩」が８．４％で「自家用車」に次いでお

り、男性層では１割強と多く見られる。 

 

図表Ⅱ－３０ お茶の京都エリアへの旅行内容旅行内容(利用交通機関／居住地から） 

＜資料：公益社団法人京都府観光連盟「令和３年度京都府観光客動向調査 調査結果」＞ 

 

⑤旅行内容(利用交通機関／エリア内） 

お茶の京都エリア内の利用交通機関でも「自家用車」が６９．７％で中心となっており、前年

と大きな傾向の差は見られない。 

 

図表Ⅱ－３１ お茶の京都エリアへの旅行内容(利用交通機関／エリア内） 

＜資料：公益社団法人京都府観光連盟「令和３年度京都府観光客動向調査 調査結果」＞ 
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⑥宿泊日数 

宿泊者の宿泊数の平均は１．４泊、うちお茶の京都エリア内は１．２泊となっている。 

 

図表Ⅱ－３２ お茶の京都エリアにおける宿泊日数 

＜資料：公益社団法人京都府観光連盟「令和３年度京都府観光客動向調査 調査結果」＞ 

 

⑦旅行の重視ポイント 

旅行の際の重視ポイントとしては、「季節」４４．８％、「観光地・訪問スポット」４３．４％が

多く見られる他、「交通手段」３０．６％、「日程」２５．６％等が次いでいる。最も重視するポイ

ントとしても「季節」と「観光地・訪問スポット」で半数を占めている。 

 
図表Ⅱ－３３ お茶の京都エリアにおける旅行の重視ポイント 

＜資料：公益社団法人京都府観光連盟「令和３年度京都府観光客動向調査 調査結果」＞ 
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⑧情報源 

情報源は、全体では、「家族・友人」が５１．５％で最も多く、「よく来ている・以前から知って

いた」が２９．８％で次いでいるが、媒体関連では１０％を上回るものは見られない。 

 
図表Ⅱ－３４ お茶の京都エリアにおける情報源 

＜資料：公益社団法人京都府観光連盟「令和３年度京都府観光客動向調査 調査結果」＞ 

 

⑨興味のあるエリア内の観光資源・コンテンツ 

興味を持ったコンテンツとしては、全体では「寺院・神社、名所・旧跡」が５６．３％と最も多

く、以下、「自然景観」が４１．９％で次いでいる。 

全体での上位項目以外では、３９歳以下女性の「自然公園」２７．０％、男性層の「海・川での

アウトドア」２３．３％、「山でのアウトドア」２０．５％等が比較的多く見られる。また、関西

圏居住者では「山でのアウトドア」、「海・川でのアウトドア」が２割強と比較的多く見られる。 

 

図表Ⅱ－３５ お茶の京都エリアにおける興味のあるエリア内の観光資源・コンテンツ 

＜資料：公益社団法人京都府観光連盟「令和３年度京都府観光客動向調査 調査結果」＞ 
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⑩満足度評価 

総合満足度評価（⑫総合的に見て)では「やや満足」を含め全体の７６．８％が好意的に評価し

ているが、「大変満足」と積極的に評価している人は８．７％程度となっている。 

好意的評価が６割を超える項目は、「自然景観や雰囲気」、「街並み景観や雰囲気」、「観光施設」、

「宿泊施設」(エリア内宿泊者のみ)」、「感染対策等の取り組み」のみであり、「自然景観や雰囲気」、

「街並み景観や雰囲気」以外では、「大変満足」とする積極的評価が１０％を下回っている。 

 

 

図表Ⅱ－３６ お茶の京都エリアにおける満足度評価＜全体＞ 

＜資料：公益社団法人京都府観光連盟「令和３年度京都府観光客動向調査 調査結果」＞ 

 

 また、以下では項目別の詳細を記載する。 

自然景観や雰囲気 

「やや満足」を含め全体の８５．４％が好意的に評価しているが、「大変満足」とする積極的評

価は１９．５％で、前年の結果を大きく下回っている。 

街並み景観や雰囲気 

「やや満足」も含め全体の７７．１％が好意的に評価しており、属性別で大きな傾向の差は見

られない。 

地域での食事 

「やや満足」も含め全体の５９．９％が好意的に評価しており、好意的評価トータルではＲ２

年の結果を上回っている。関東圏居住者では、７４．４％が好意的に評価しており、積極的評価

も１５．４％で他エリア居住者を上回っている。 

観光施設 

「やや満足」を含め全体の６３．９％が好意的に評価しており、属性別で大きな傾向の差は見

られないが、３９歳以下女性で「大変満足」と積極的に評価している人が１５．７％とやや多く

見られる。 

地域ならではの土産品 

「やや満足」を含め全体の５７．０％が好意的に評価しており、３９歳以下の女性では「大変

満足」と積極的に評価している人が１５．７％とやや多く見られる。 
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地域内の移動の快適さ 

「やや満足」を含め好意的に評価しているのは全体の５９．４％となっており、好意的評価全

体ではＲ２年を上回っている。また、５０歳以下男性と関西圏、中京圏居住者では不満を感じて

いる人も５％程度見られる。 

地域内の案内標識等の整備状況 

「やや満足」を含め好意的に評価している人は５４．４％程度であり、不満を感じている人も

４．３％と前年と同程度見られる。 

エリアの観光情報 

好意的に評価している人は全体の５９．２％程度となっているが、関東圏居住者では「大変満

足」と積極的に評価している人が１７．９％と比較的多く見られる。 

宿泊施設 

「やや満足」を含め宿泊施設利用者の７４．５％が好意的に評価している。 

感染対策のとりくみ 

「やや満足」を含め全体の６７．１％が好意的評価しており、前年を大きく上回っている。 

 

⑪項目別満足度評価＜属性別傾向＞ 

「大変満足」＋「満足」では、４０～５０代女性で、「大変満足のみ」では３９歳以下の女性で、

全体の結果を大きく上回る項目が多く見られる。 

 

図表Ⅱ－３７ お茶の京都エリアにおける項目別満足度評価＜属性別傾向＞ 

＜資料：公益社団法人京都府観光連盟「令和３年度京都府観光客動向調査 調査結果」＞ 
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⑫再来訪意向 

大半が再来訪意向を示しており、２４．８％が「大変思う」と積極的な意向を示しているが、

積極的意向は前年を大きく下回っている。 

５０代以下女性では積極的意向者が３割と比較的多く見られる。 

 

図表Ⅱ－３８ お茶の京都エリアにおける再来訪意向 

＜資料：公益社団法人京都府観光連盟「令和３年度京都府観光客動向調査 調査結果」＞ 

 

⑬推奨意向 

全体の７７．２％が周囲の人にお茶の京都エリアの旅行を勧めたいとしており、３９歳以下女

性では積極的な意向者が３１．５％と比較的多く見られる。 

  

図表Ⅱ－３９ お茶の京都エリアにおける推奨意向 

＜資料：公益社団法人京都府観光連盟「令和３年度京都府観光客動向調査 調査結果」＞ 
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⑭移住定住形態の意向 

興味のある地域滞在や移住形態としては、全体の４割弱がいずれかの形態を回答しており、内

訳は「ワーケーション」が２７．６％と最も多く、以下、「二地域居住」１７．９％、「地域との関

わり」１６．０％、「お試し暮らし」１５．２％の順となっている。また、５０代以下の男性では

「移住」も１６％程度と比較的多く見られる。 

お茶の京都エリアでの滞在や移住定住形態に対し全体の２割弱がいずれかの形態を検討候補と

して回答しており、３９歳以下男性では「ワーケーション」、「地域との関わり」、４０～５０代男

性では「二地域居住」、「地域との関わり」が比較的多く見られる。 

 

図表Ⅱ－４０ お茶の京都エリアにおける移住定住形態の意向 

＜資料：公益社団法人京都府観光連盟「令和３年度京都府観光客動向調査 調査結果」＞ 

 

 いずれかの形態に興味を持つ人が地域での滞在や居住を検討する際の重視ポイントとしては、

「公共交通機関等によるアクセスの良さ」が４６．８％で最も多く、「自然など滞在・居住地周辺

の環境」４０．８％、「車移動によるアクセスの良さ」３７．１％が次いでいる。 

 
図表Ⅱ－４１ お茶の京都エリアにおける移住定住形態の意向 

＜資料：公益社団法人京都府観光連盟「令和３年度京都府観光客動向調査 調査結果」＞  



- 27 - 

 

２－５．笠置町キャンプ場の利用者数の動向 

①利用者数の推移 

 ２０２１年（令和３年）における笠置町キャンプ場の利用者数は、６７，４１５人であった。

５年間の推移をみると、新型コロナウイルス発生前の２０１９年までは順調に利用者数が伸びて

きていたが、新型コロナウイルス発生後は利用者数が落ち込んでいる。 

 

図表Ⅱ－４２ 笠置町キャンプ場の利用者数の推移 

 

②属性別利用者の割合 

 利用者の内訳をみると、過去５年間で最も割合が多いのは「大人」で、「小人」「団体」が次いで

いる。 

 「大人」の割合が増加しており、「小人」「団体」の割合は減少する傾向にあり、２０２１年（令

和３年）においては、「大人」９４．６％、「小人」５．２％、「団体」０．２％となっている。 

 

図表Ⅱ－４３ 笠置町キャンプ場の属性別利用者割合の推移 
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③月別利用者数の推移 

 月別に利用者数をみると、新型コロナウイルス発生前の２０１７～２０１９年は５月・８月・

１１月にピークがあった。 

 新型コロナウイルス発生後については、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、キャンプ場

閉鎖している期間があり、大きく利用者数が変動している。また、キャンプ場が再開された後、

利用者が急激に回復する傾向がある。 

 

図表Ⅱ－４４ 笠置町キャンプ場の利用者数の推移（月別） 

 

【参考】 

 

図表Ⅱ－４５ 笠置町キャンプ場の利用者数の推移（月別詳細） 

※２０１９年（令和元年）：１０／１２～１０／２４まで台風１９号の被害により閉鎖 

※２０２０年（令和２年）：４／１０～６／２８、８／１１～８／１６、１２／１４～１２／３

１については新型コロナウイルス感染拡大防止のため、キャンプ場閉鎖 

※２０２１年（令和３年）：１／１～３／７、４／２６～６／２０、８／１３～９／３０につい

ては、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、キャンプ場閉鎖  

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 計
大人 1,408 1,198 3,207 6,325 9,381 4,386 5,266 9,766 5,824 3,132 3,882 2,408 56,183
小人 84 92 318 713 1,623 558 875 1,884 686 450 399 158 7,840
団体 0 0 0 40 1,168 60 0 0 37 35 0 0 1,340
計 1,492 1,290 3,525 7,078 12,172 5,004 6,141 11,650 6,547 3,617 4,281 2,566 65,363
大人 2,575 2,325 5,534 7,628 8,373 4,125 3,505 8,469 5,542 7,646 6,933 3,905 66,560
小人 173 112 558 1,055 1,089 420 467 1,283 590 746 548 224 7,265
団体 0 0 0 0 200 73 0 0 0 463 0 0 736
計 2,748 2,437 6,092 8,683 9,662 4,618 3,972 9,752 6,132 8,855 7,481 4,129 74,561
大人 3,760 3,962 5,245 8,982 11,723 5,379 3,814 8,240 7,933 4,280 9,745 5,899 78,962
小人 215 203 435 902 1,086 438 336 1,411 719 229 645 195 6,814
団体 0 0 0 40 222 40 0 0 38 0 0 0 340
計 3,975 4,165 5,680 9,924 13,031 5,857 4,150 9,651 8,690 4,509 10,390 6,094 86,116
大人 5,319 6,352 9,391 2,643 0 101 4,165 8,003 10,832 12,544 12,116 4,354 75,820
小人 305 252 954 309 0 1 261 946 735 562 536 113 4,974
団体 0 0 0 0 0 0 0 60 191 0 0 0 251
計 5,624 6,604 10,345 2,952 0 102 4,426 9,009 11,758 13,106 12,652 4,467 81,045
大人 0 0 6,641 8,624 0 2,237 8,298 3,478 0 12,896 12,081 9,519 63,774
小人 0 0 273 494 0 54 738 478 0 600 559 315 3,511
団体 0 0 0 0 0 0 0 0 0 130 0 0 130
計 0 0 6,914 9,118 0 2,291 9,036 3,956 0 13,626 12,640 9,834 67,415

Ｈ29
(2017年)

Ｈ30
(2018年)

Ｒ1
（2019年)

Ｒ2
（2020年)

Ｒ3
（2021年)
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第Ⅲ章 調査結果を踏まえて                                 

３－１．調査結果のまとめ 

 今回の調査は、世界観光・訪日観光、国内観光、京都観光、笠置町（近郊）観光と、広い視点

（マクロ）から地域の視点（ミクロ）へと順を追って調査・分析を行った。 

 

（１）世界観光・訪日観光 

新型コロナウイルス感染症拡大前の２０１９年（令和元年）の日本の外国人旅行者受入数は、

３，１８８万人で１２位（アジアで３位）となっていたが、２０２０年（令和２年）は新型コロナ

ウイルス感染症拡大防止のための渡航制限等により大きく影響を受け４１２万人となっており、

大きく減少した。 

 

（２）国内観光 

２０２０年（令和２年）の日本人の国内宿泊旅行者数は延べ１億６，０７０万人（前年比４８．

４％減）、国内日帰り旅行者数は延べ１億３，２７１万人（前年比５１．８％減）と、宿泊旅行、

日帰り旅行ともに大きく減少した。これに伴って、旅行消費額も、１１．０兆円（前年比６０．

６％減）となった。 

 

（３）京都観光 

２０２０年（令和２年）の京都市を除く府域の観光入込客数は約１，６２６万人となり、２０

１９年（令和元年）の入込客数（約２，０７８万人）から前年比２１．８％減と大幅に減少してい

る。また、京都市を除く府域の観光消費額は約６０３億円となり、２０１９年（令和元年）の観

光消費額（約９０９億円）から前年比３３．６％減と大幅に減少している。 

 

（４）笠置町（近郊）観光 

 笠置町における観光入込客数は、２０１９年（令和元年）の２０５，９６０人から２０２０年

（令和２年）の１５６，４６５人となり、前年比２４．０％減となっている。また、観光消費額は

２０１９年（令和元年）の約６．５億円から２０２０年（令和２年）の約５．４億円となり、前年

比１６．３％減となっている。 

 観光入込客の構成比率を見ると、府内客は２０．３％、府外客は７９．７％となっており、府

外客の割合が大きい。また、日帰客は９２．３％、宿泊客は７．７％となっており、日帰客が極め

て多い。なお、宿泊客のうち外国人については、前年比９７．３％減と極めて落ち込んでいる。 

 観光入込客の属性をみると、男性が５６．５％、女性が４０．７％で若干男性が多い。年代に

ついては、幅広く分散している。旅行の目的は、観光、スポーツ・レクリエーションがほとんど

である。そして、最も重視するポイントとしても「季節」と「観光地・訪問スポット」となってい

る。また、２～３人での観光が約７５％を占め、１人は約２３％である。 

 総合満足度評価では７６．８％が好意的に評価しているが、「大変満足」と積極的に評価してい

る人は８．７％程度となっている。 
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２－２．今後に向けて 

 新型コロナウイルスの感染拡大により、かつて経験したことが無いような事態が地球規模で発

生している。「観光」を取り巻く大きな社会の変化が起きており、この影響はまだまだ続くことが

考えられ、仮に終息したとしても人々の生活習慣自体が変化してしまっており、新型コロナウイ

ルス発生前の状況に完全に戻ることは考えにくい。 

 笠置町の今後の活性化を考えると、現在の状況を適切に把握した上で、地域が持つ独自の資源

を、新しい時代に向けてどのように提示するかが重要になってくる。 

 

 

今回は、公表されている各種統計資料をもとに、笠置町における観光入込客の動向調査を行っ

た。特に今回は、新型コロナウイルスの影響を大きく受けていることが反映されており、以前と

は傾向が違う調査結果となっている。 

観光入込客に関連する情報は多岐にわたるため収集が難しい情報や最新のデータの入手が困難

な情報もあり、すべてを明らかにすることは難しいこともあるが、本調査により観光入込客の動

向や傾向をある程度読み取ることが可能であるだろう。 

 

 

 そして、本調査により読み取れた動向や傾向を、笠置町の事業者が「どのように経営に生かす

か」、商工会をはじめとした支援者が「どのように支援に活かすか」が重要になってくる。 

 各事業者においては、日々最前線で感じる感覚を大切にしつつ本調査のような客観的なデータ

も取り入れることで、自社の良さ・地域の良さを再発見し、既存サービス・商品の強化はもちろ

ん、潜在ニーズの掘り起こしも行っていってほしい。 

 商工会をはじめとした支援者においては、各事業者の活動の支援はもちろんのこと、各事業者

をつなぎネットワーク化を図ることで、地域全体の活性化を目指していく必要がある。 

 

 

 以上を踏まえ、新型コロナウイルスにより厳しい状況にあるが、地域のかけがえのない自然や

環境を大切に守りつつ、地域一丸となって地域の魅力を磨き、今後の活性化に繋げていってほし

い。 
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